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要約

対話的状況における非言語的要素の重要性，優先的な感覚モードとコミュニケーショ

ン・チャンネルの重要性はＭ､エリクソンによる画期的な催眠療法において示された。優

先情報チャンネルの多様性と個人差に関する「青い湖.白いヨット」心的イメージ課題に

よる研究では，数最化Ⅲ類を用いて構成された関連性評定質的分析によって，１）体験内

容の直接性vs､間接性，２）非視覚モードvs,視覚的モード，３）孤立vs､囲まれ感，４）

場所的な私ｖｓ､内的な思い，の４軸が見いだされ，優先コミュニケーション・チャンネル

の個人差と多様性があらためて指摘された。情報チャンネルのそうした多様性のために，

対話状況においてコミュニケーション・チャンネルにミスマッチが起きる可能性について

議論が行われた。
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はじめに

対話的なコミュニケーションは単に言語的に行われるだけではなく，非言語的な要素や手が

かりとともに了解される重層‘性から成り立っている。たとえば，「こんにちわ」という発話が

そのまま文字化されてしまえば日中の挨拶となるだけだが，実際は発声がかすれていたり言い

淀んでいたり，あるいは発話と同時に身じろぎや目配せや何らかのジェスチャーを伴うことに

より，聞き手は「コンニチワ」という音と言葉の意味のみならず，発話に伴う身体由来の要素

とともに発話者の意図そのものも了解しようとする。したがって，発話という言語的コミュニ

ケーションは，実際には様々な非言語的要素と重なりつつ提示されることから，本質的に言語

的かつ非言語的な関わりとして位置づけられる必要がある。それと同時に，身体由来の非言語

的な要素のうちのどのような要素に優先的に反応するのかという，聞き手側の指向性について

も考慮する必要が生じる。いわゆる’優先コミュニケーション・チャンネル（predominant
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